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ー
金
田
中
学
校
々
舎
改
築
克
成
に
寄
せ
て
ー
 

た
だ
 
『
感
謝
』
 
あ
る
の
み
 

こ
こ
神
崎
の
丘
に
、
新
装
な
 

っ
た
近
代
的
な
鉄
筋
二
階
建
卵
 

色
の
新
校
舎
を
仰
ぎ
見
ま
し
 

て
、
私
の
胸
は
大
き
な
感
激
と
 

歓
び
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

全
生
徒
転
員
の
気
持
も
同
じ
で
 

あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
 

ま
せ
ん
。
た
だ
「
有
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
一
語
に
尽
 

き
る
の
が
私
の
今
の
心
境
で
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

省
み
ま
す
と
解
体
し
ま
し
た
 

旧
校
舎
の
痛
み
が
甚
だ
し
く
、
 

中
学
校
長
 

生
徒
の
教
育
の
場
と
し
て
の
学
 

習
環
境
や
情
操
陶
治
等
か
ら
考
 

え
、
近
代
教
育
の
効
果
を
上
げ
 

る
に
は
仲
々
困
難
な
面
が
あ
り
 

ま
し
た
し
、
且
つ
校
舎
目
体
に
 

危
険
す
ら
感
じ
ま
す
大
き
な
不
 

安
が
大
で
あ
り
ま
し
た
。
私
ど
 

も
取
員
や
父
兄
の
こ
の
よ
う
な
 

気
持
を
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
 

町
当
局
に
申
し
出
い
た
し
、
早
 

急
に
校
舎
建
築
の
御
願
い
を
致
 

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
町
財
政
 

も
他
町
村
と
同
様
に
極
め
て
困
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金
田
中
学
校
 

待
望
の
新
校
舎
落
成
 

本
館
体
畜
館
作
法
室
、
図
書
 

室
を
除
く
北
側
お
よ
び
西
側
校
 

舎
は
昭
和
二
十
二
年
、
二
十
三
 

年
の
六
」
罰
義
務
教
育
課
程
の
 

新
制
中
学
が
戦
後
発
足
す
る
た
 

め
建
築
材
料
そ
の
他
、
物
資
不
 

足
の
折
柄
、
小
川
校
長
時
代
に
 

設
立
準
備
委
員
会
を
結
成
し
、
 

故
吉
田
桃
太
郎
氏
を
委
員
長
と
 

し
種
々
の
悪
条
件
を
克
服
し
て
 

六
五
五
平
方
米
の
木
造
平
屋
建
 

が
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
爾
 

来
二
十
年
の
歳
月
を
経
過
し
戦
 

教

育

委

員

会

 

後
の
材
料
難
の
時
代
で
あ
り
老
 

朽
甚
だ
し
く
窓
の
開
閉
も
自
由
 

に
な
ら
ず
廊
下
、
教
室
の
床
は
 

つ
ぎ
は
ぎ
の
状
態
で
寒
風
吹
き
 

す
さ
ぶ
冬
に
は
、
生
徒
の
寒
さ
 

は
ー
し
お
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
 

ま
す
。
こ
れ
が
改
築
は
永
年
の
 

懸
案
で
あ
っ
た
が
、
財
政
難
の
 

折
柄
町
当
局
な
ら
び
に
町
議
会
 

の
深
い
御
理
解
と
御
尽
力
に
よ
 

り
改
築
が
決
定
し
福
岡
の
匠
建
 

築
研
突
所
が
設
計
を
担
当
し
八
 

月
十
ニ
日
に
起
工
式
を
終
え
金
 

田
町
の
有
限
会
社
桑
野
組
が
施
 

行
を
担
当
、
総
工
費
二
二
〇
〇
 

万
円
、
建
築
面
積
は
、
八
教
室
 

の
五
二
六
平
方
米
、
廊
下
ニ
一
 

九
平
方
米
、
階
段
六
六
平
方
米
 

便
所
五
六
平
方
米
、
塔
屋
（
屋
 

上
）
三
二
平
方
米
、
計
八
九
九
 

平
方
米
の
外
観
内
容
共
に
素
晴
 

ら
し
い
明
る
く
能
率
的
な
新
校
 

舎
の
建
築
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
 

ら
れ
、
約
五
カ
月
後
の
昭
和
四
 

十
」
犀
一
月
二
十
三
日
に
落
成
 

式
を
見
る
に
到
っ
た
こ
と
は
生
 

徒
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
様
 

と
共
に
喜
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。
 

施
設
の
一
端
を
拾
っ
て
み
る
と
 

自
動
給
水
の
押
上
げ
ポ
ン
プ
、
 

清
潔
な
廊
下
に
設
備
さ
れ
た
手
 

洗
場
、
教
室
廊
下
の
外
側
は
鉄
 

製
枠
と
丈
夫
な
硝
子
を
使
っ
た
 

明
る
い
窓
、
教
室
の
正
面
や
背
 

面
に
は
真
新
ら
し
い
グ
リ
ト
ン
 

の
塗
板
両
側
に
は
掲
不
物
用
の
 

ボ
ー
ド
板
が
設
備
さ
れ
前
面
後
 

後
方
に
は
整
理
戸
柵
、
廊
下
に
 

は
下
駄
置
場
、
照
明
用
の
蟹
光
 

燈
や
広
い
見
晴
ら
し
の
よ
い
屋
 

上
、
男
女
別
の
清
潔
な
便
所
や
 

手
洗
場
が
設
置
さ
れ
、
施
設
の
 

外
観
内
容
共
に
行
届
い
た
設
計
 

施
行
が
な
さ
れ
て
い
る
、
卒
業
 

を
間
近
か
に
控
え
た
本
年
度
の
 

卒
業
生
も
、
こ
の
臭
い
の
香
新
 

ら
し
い
教
室
で
最
後
の
仕
上
げ
 

を
し
、
新
校
舎
を
最
後
の
思
い
 

出
と
し
て
卒
業
し
て
い
く
こ
と
 

と
思
い
ま
す
。
こ
の
新
校
舎
の
 

落
成
を
期
に
中
学
校
の
教
育
内
 

容
も
な
お
一
層
充
実
し
今
後
有
 

能
で
社
会
に
貢
献
す
る
生
徒
が
 

続
出
す
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。
 

宮
 

崎
 

文
 

明
 

窮
い
た
し
て
お
ら
れ
る
の
は
事
 

実
で
あ
り
ま
す
が
、
町
執
行
部
 

お
よ
び
町
議
会
議
員
の
皆
様
方
 

の
、
金
田
町
教
育
の
将
来
を
お
 

も
わ
れ
る
御
熱
情
と
御
理
解
と
 

に
よ
り
建
築
に
大
断
を
お
下
し
 

い
た
だ
き
、
郡
内
，
他
市
町
村
 

に
あ
ま
り
類
を
み
な
い
見
事
な
 

校
舎
を
建
築
下
さ
っ
た
こ
と
は
 

感
謝
の
外
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
 

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
八
月
の
真
夏
に
起
工
い
 

た
し
、
爾
来
四
カ
月
の
間
．
設
 

計
監
督
の
方
々
、
そ
し
て
建
築
 

工
事
に
営
々
と
し
て
従
事
下
さ
 

っ
た
多
く
の
方
々
の
御
労
苦
に
 

対
し
ま
し
て
も
厚
く
御
礼
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

国
家
隆
昌
の
源
は
教
育
に
あ
 

り
と
申
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
 

重
責
を
果
す
た
め
、
新
校
舎
を
 

新
し
い
教
育
活
動
の
場
と
し
て
 

十
二
分
に
活
用
し
、
保
全
と
管
 

理
に
万
全
を
つ
く
し
全
暫
貝
一
 

致
協
力
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
 

御
期
待
に
そ
う
べ
く
、
さ
ら
に
 

教
育
へ
の
情
熱
を
も
や
し
ま
し
 

て
精
進
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

校
舎
落
成
に
あ
た
り
ま
し
 

て
、
取
員
、
生
徒
を
代
表
し
ま
 

し
て
感
謝
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
 

す。 
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町
 

引
揚
者
の
特
別
給
付
金
（
三
） 

特
別
交
付
金
の
請
求
の
仕
方
 

一
、
、
一
般
的
事
項
 

m
 
配
偶
者
、
子
ま
た
は
父
母
 

も
引
揚
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
 

こ
れ
ら
の
家
族
の
受
給
権
を
譲
 

り
受
け
て
、
一
括
し
て
請
求
す
 

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
は
 

請
求
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
処
 

理
を
す
る
側
に
と
っ
て
も
大
変
 

便
利
な
制
度
で
す
か
ら
、
で
き
 

る
だ
け
活
用
す
る
よ
う
に
し
て
 

下
さ
い
。
現
在
の
居
住
地
が
別
 

々
で
あ
っ
て
も
、
差
支
え
あ
り
 

ま
せ
ん
。
但
し
昭
和
二
十
年
八
 

月
十
五
日
に
於
け
る
本
籍
地
の
 

都
道
府
県
が
異
な
る
も
の
に
つ
 

い
て
は
、
一
括
請
求
を
す
る
こ
 

と
が
出
来
ま
せ
ん
（
認
定
機
関
 

が
異
な
る
た
め
）
 

！
●
、
I
き‘、 

住
 

民
 

課
 

な
お
、
譲
り
受
け
る
こ
と
が
 

出
来
る
権
利
は
、
引
揚
者
と
し
 

て
の
受
給
権
で
す
か
ら
、
遺
族
 

と
し
て
の
請
求
は
、
そ
の
遺
族
 

本
人
で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
 

出
来
ま
せ
ん
。
 

②
 
遺
族
が
請
求
を
す
る
場
 

合
、
同
順
位
の
遺
族
が
二
人
以
 

上
い
る
と
き
は
、
そ
の
な
か
の
 

一
人
が
代
表
し
て
請
求
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

⑧
 
引
揚
者
ま
た
は
遺
族
の
相
 

続
人
が
請
求
を
す
る
場
合
、
同
 

順
位
の
相
続
人
が
二
人
以
上
い
 

る
と
き
も
、
そ
の
な
か
の
一
人
 

が
代
表
し
て
請
求
す
る
こ
ど
に
 

な
り
ま
す
。
 

一
一
、
請
求
書
及
び
添
付
書
類
、
 

m
 
引
揚
者
の
場
合
 

1
、
特
別
交
付
金
請
求
書
 

2
、
引
揚
者
の
外
地
に
お
け
る
 

居
住
の
状
況
、
引
揚
げ
の
状
況
 

等
に
関
す
る
申
立
書
 

3
、
右
の
申
立
書
の
証
明
又
は
 

裏
付
資
料
 

4
、
戸
籍
記
載
事
項
証
明
（
昭
 

和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
お
け
 

る
本
籍
地
証
明
）
 

5
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
一
日
 

（
同
年
八
月
二
日
以
後
の
引
揚
 

者
に
つ
い
て
ば
引
揚
げ
た
日
）
 

に
お
け
る
引
揚
者
の
戸
籍
又
は
 

住
民
票
の
謄
本
又
は
抄
本
 

6
、
引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
 

債
券
印
鑑
等
届
出
書
 

以
上
の
外
、
次
の
場
合
そ
れ
 

ぞ
れ
に
応
じ
て
次
の
書
類
が
必
 

要
で
す
。
 

受
給
権
を
譲
り
受
け
て
一
括
、
く
申
請
を
し
て
下
さ
い
。
 

請
求
を
す
る
場
合
 

・ 

申
請
の
方
法
な
ど
分
か
ら
な
 

7
、
特
別
交
付
金
受
給
権
譲
渡
 
い
人
は
役
場
の
福
祉
係
の
方
で
 

書、 終
戦
の
際
生
活
の
本
拠
は
外
 

地
に
あ
り
な
が
ら
、
本
邦
に
滞
 

在
中
で
あ
っ
た
場
合
 

8
、
終
戦
の
際
本
邦
に
滞
在
中
 

で
あ
つ
た
こ
と
の
申
立
書
 

9
、
右
の
申
立
書
の
裏
付
け
資
 

料、 引
揚
者
の
相
続
人
が
請
求
す
 

る
場
合
 

⑩
、
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
認
 

め
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
抄
 

本
 同

順
位
の
相
続
人
が
い
る
場
 

合
は
、
特
別
交
付
金
相
続
人
請
 

求
同
意
書
が
必
要
で
す
。
 

※
遺
族
の
場
合
に
つ
い
て
は
省
 

略
し
ま
す
の
で
、
直
接
福
祉
係
 

に
於
て
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

引
揚
者
特
別
交
付
金
の
申
請
 

を
し
て
な
い
人
は
な
る
べ
く
早
 

I
、、I
、
、
一
‘
I
、、I
、、I
、
、
‘
、
く
‘
、
‘
一
、
I
、
一
、
！
！
、
‘
、
、
I
き
I
、く‘、、I
，
一
き
I
、、‘、、‘、、‘、く‘・、‘'‘、、！ 

有
権
者
の
皆
様
へ
 

永

久

選

挙

人

名

簿

の

 

定

時

登

録

に

つ

い

て

 

来
る
三
月
一
日
は
永
久
選
挙
 

人
名
筈
の
定
時
登
録
期
で
す
。
 

今
期
の
登
録
は
昨
年
九
月
一
 

日
の
定
時
登
録
以
後
登
録
資
格
 

の
発
生
し
た
者
を
追
加
登
録
す
 

る
こ
と
で
、
次
の
者
が
該
当
し
 

ま
す
。
 

一
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
日
 

以
後
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
 

一
日
ま
で
の
転
入
者
で
、
三
月
 

一
日
現
在
年
令
満
二
十
年
以
上
 

の
者
。
 

二
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
一
 

日
以
前
よ
り
当
町
に
居
住
し
て
 

い
て
三
月
一
日
現
在
で
年
令
満
 

一
一
十
年
に
達
す
る
者
。
 

（
昭
和
二
十
二
年
九
月
三
日
か
 

ら
二
十
三
年
三
月
二
日
ま
で
の
 

出
生
者
）
 

三
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
 

は
た
ち
を
祝
う
 

金

田

町

成

人

式

 

今
年
晴
れ
て
成
人
と
な
っ
た
 

青
年
諸
君
を
祝
い
は
げ
ま
す
昭
 

和
四
ニ
年
度
金
田
町
成
人
式
が
 

一
月
十
五
日
中
央
公
民
館
で
多
 

数
の
来
賓
の
臨
席
を
仰
ぎ
、
婦
 

人
会
、
青
年
団
役
員
の
方
々
の
 

御
協
力
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

今
年
は
昭
和
二
十
二
年
四
月
 

ニ
日
よ
り
昭
和
二
十
」
犀
四
月
 

一
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
一
九
 

二
名
の
適
令
者
が
あ
り
ま
し
た
 

が
そ
の
中
八
九
名
（
男
子
四
〇
 

名
、
女
子
四
九
名
）
の
出
席
者
 

中

央

公

民

館

 

が
あ
り
、
広
い
集
会
室
も
若
さ
 

が
満
ち
溢
れ
ま
し
た
q
 

式
典
は
十
時
三
十
分
、
国
歌
 

斉
唱
に
は
じ
ま
り
、
該
当
者
名
 

読
上
げ
、
町
長
の
祝
辞
、
教
育
 

長
の
訓
辞
の
あ
と
、
議
会
議
長
 

教
育
委
員
長
、
婦
人
会
長
、
青
 

年
団
】
長
等
来
賓
の
方
々
の
温
 

い
お
祝
い
激
励
の
言
葉
を
い
た
 

だ
き
、
更
に
金
田
町
よ
り
記
念
 

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
 

成
人
を
代
表
し
て
柳
沢
義
彦
君
 

が
「
大
人
と
し
て
の
責
務
の
重
 

大
な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
と
 

以
前
よ
り
当
町
に
居
住
す
る
年
 

令
満
ニ
十
年
以
上
の
者
で
、
現
 

在
の
選
挙
人
名
筈
に
登
録
漏
れ
 

と
な
っ
て
い
る
者
。
 

以
上
の
者
で
選
挙
管
理
委
員
 

会
宛
登
録
の
申
出
書
を
提
出
 

し
て
い
な
い
方
は
前
住
所
地
か
 

ら
選
挙
人
名
筈
登
録
証
明
、
ま
 

た
は
未
登
録
証
明
を
も
ら
っ
て
 

三
月
一
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
 

さ
い
。
 

（
但
し
、
昭
和
二
十
ニ
年
九
月
 

三
日
か
ら
二
十
三
年
三
月
二
日
 

ま
で
に
出
生
し
た
者
は
、
証
明
・
 

書
不
一
 

， 

も
に
、
A
 

お
一
層
人
格
の
 

完
成
を
め
ざ
し
て
心
身
の
鍛
練
 

に
努
め
、
国
家
社
会
の
繁
栄
に
 

最
善
の
努
力
を
尽
す
覚
悟
で
あ
 

り
ま
す
。
」
と
力
強
く
成
人
の
 

決
意
を
の
べ
、
全
員
の
万
才
三
 

唱
を
以
っ
て
厳
粛
な
式
典
を
終
 

り
ま
し
た
。
続
い
て
婦
人
会
の
 

寄
贈
に
よ
る
記
念
写
真
の
撮
影
 

が
行
な
わ
れ
祝
宴
に
移
り
ま
し
 

た
。
来
賓
、
成
人
、
婦
人
会
、
 

青
年
団
と
次
々
に
自
慢
の
歌
が
 

披
露
さ
れ
、
打
ち
く
つ
ろ
い
だ
 

和
や
か
な
ふ
ん
い
き
の
中
に
十
 

三
時
意
義
深
い
成
人
式
の
幕
を
 

と
じ
ま
し
た
。
 

心
か
」
り
新
成
人
諸
君
の
前
途
 

の
多
幸
と
今
後
の
活
躍
を
お
祈
 

り
す
る
次
第
で
す
。
 

登
録
の
申
出
書
を
提
出
し
な
、
 

い
と
た
と
え
資
格
が
あ
っ
て
も
 

登
録
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
 

年
は
六
月
頃
参
議
院
議
員
の
選
 

挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
期
 

日
ま
で
に
申
出
す
る
よ
う
御
注
 

意
下
さ
い
。
 

登
録
申
出
書
は
役
場
受
付
係
 

に
あ
り
ま
す
。
な
お
不
明
な
点
 

は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 

（
総
務
課
）
に
問
い
合
わ
せ
下
 

さ
い
。
 金

田
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

お
尋
ね
の
上
早
く
手
続
き
を
す
 

ま
せ
て
下
さ
い
。
 

住
民
基
本
台
帳
／
 

届
出
を
お
こ
た
ら
ぬ
よ
う
 

住
 

民
 

課
 

住
民
基
本
台
帳
法
が
制
定
さ
 

れ
、
窓
ロ
「
本
化
は
法
の
下
に
 

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
 

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
 

お
知
ら
せ
し
た
こ
ろ
ぬ
で
あ
り
 

ま
す
が
、
本
町
は
こ
の
法
に
先
 

が
け
て
窓
口
一
本
化
を
昭
和
四
 

〇
年
一
月
よ
り
実
施
し
て
お
り
 

ま
す
。
こ
の
趣
旨
は
、
届
出
、
 

申
請
等
の
簡
素
化
を
図
り
、
住
 

民
の
利
便
を
増
進
し
、
合
せ
て
 

公
共
団
体
の
行
政
の
合
理
化
を
 

は
か
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
 

り
ま
す
。
し
か
し
、
窓
口
一
本
 

化
と
簡
単
な
考
え
方
は
林
粉
で
 

す。 転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯
 

主
変
更
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
届
 

出
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
柄
を
忘
 

れ
て
お
る
と
、
こ
の
基
本
台
帳
 

に
記
載
さ
れ
な
い
の
で
脱
落
す
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
届
出
を
 

お
こ
た
っ
た
た
め
に
せ
っ
か
く
 

の
選
挙
権
も
だ
め
に
な
る
こ
と
 

さ
え
あ
り
ま
す
。
―
届
出
を
し
・
な
 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
項
に
つ
い
て
 

は
必
ず
届
出
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
 

昭和42年受付取扱い 
件数調 

内 訳 

注
意
を
し
て
下
さ
い
。
 

次
に
本
町
に
お
け
る
窓
口
の
 

一
年
の
歩
み
（
取
扱
・
っ
た
事
項
）
 

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
表
を
作
 

っ
て
見
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
 

下
さ
い
。
 

こ
の
表
を
見
・
》
ょ
す
と
、
本
町
 

人
ロ
が
だ
ん
だ
ん
減
少
し
つ
つ
 

あ
る
こ
と
、
生
活
保
護
者
は
増
 

加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
 

ま
す
。
 

石
炭
産
業
の
た
い
は
い
に
よ
 

る
原
因
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
 

す
が
、
こ
れ
を
喰
い
と
め
る
方
 

法
と
し
て
は
世
帯
中
心
人
物
の
 

働
け
る
大
工
場
の
誘
致
こ
そ
大
 

切
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
 

計
 15,383 

4269 
3,399 
6,409 
1,039 
267 

15,343 
2邸 
436 
101 
176 
肌1 
羽 
27 
43 

, 30 

数
籍
民
鑑
明
付
 

入
出
居
生
亡
姻
婚
籍
他
 

件
 

証
融
計
 

の
 

総
戸
住
印
諸
標
 

転
転
転
出
死
婚
離
転
そ
 

ね
ず
み
駆
除
に
 

協
力
を
願
い
ま
す
 

住
 

民
 

課
 

ね
ず
み
は
食
糧
、
農
作
物
、
 

そ
の
他
に
経
済
的
な
損
害
を
与
 

え
、
赤
痢
や
食
中
毒
な
ど
の
各
 

種
の
病
気
を
媒
介
し
、
公
衆
衛
 

生
そ
の
他
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
 

悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
 

が
、
こ
の
よ
う
六
 

一
、
文
化
 

国
保
の
被
保
険
者
証
 

に
つ
い
て
 

一
、
国
民
健
康
保
険
で
は
本
 

年
一
月
一
日
よ
り
、
全
被
保
険
 

者
の
七
割
給
付
を
実
施
し
て
お
 

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
 

は
既
に
、
回
覧
、
町
報
を
通
じ
 

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
 

十
分
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
 

す
。
係
で
は
今
ま
で
の
保
険
証
 

は
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
 

で
一
月
五
日
よ
り
十
三
日
ま
で
 

期
限
を
定
め
て
交
換
を
い
た
し
 

ま
し
た
が
、
相
当
数
の
交
換
未
 

住
 

民
 

課
 

済
の
方
が
い
る
よ
う
で
す
。
一
早
 

め
に
交
換
し
て
下
さ
い
。
保
険
 

者
証
の
番
号
が
変
っ
て
お
り
、
 

古
い
も
の
は
使
用
出
来
ま
せ
ん
 

滞g一 
）ありがとう 

J ございました 

、 社会福祉協議会 

の
破
壊
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
 

て
は
一
般
に
見
の
が
さ
れ
が
ち
 

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
県
下
一
 

斉
に
ね
ず
み
駆
除
運
動
を
展
開
 

し
、
一
般
の
認
識
を
深
め
る
こ
 

と
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

ね
ず
み
駆
除
運
動
に
つ
い
て
 

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

二
、
国
民
健
康
保
険
で
は
、
 

今
後
全
被
保
険
者
に
対
す
る
医
 

療
給
付
は
七
割
給
付
を
継
続
し
 

て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
 

す
。
こ
の
給
付
を
継
続
す
る
た
 

め
に
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
 

の
御
協
力
が
必
要
で
あ
り
ぞ
 

す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
被
保
険
 

者
の
み
な
さ
ん
、
本
年
は
特
に
 

次
の
こ
と
に
つ
い
て
御
協
力
下
 

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
 

は
例
年
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
 

り
、
多
大
の
成
績
を
収
め
健
康
 

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
寄
与
 

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
 

す。 本
年
も
次
の
と
お
り
駆
除
月
 

間
を
も
う
け
、
一
斉
駆
除
を
行
 

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
 

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
 

す。 

二
月
一
日
ー
二
月
末
日
 

す。 1
、
医
者
に
か
か
る
（
診
断
を
 

受
け
る
）
場
合
は
必
ず
被
保
 

険
者
証
を
医
者
の
窓
ロ
に
提
 

示
す
る
こ
と
。
 

2
、
被
保
険
者
証
の
給
付
記
録
 

の
欄
に
は
給
付
内
容
を
記
入
 

し
て
も
ら
う
こ
と
。
 

3
、
被
保
険
者
証
は
、
病
院
通
 

い
を
止
め
た
時
に
医
者
か
ら
 

も
ら
っ
て
、
自
分
で
保
管
す
 

る
こ
と
。
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教
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殿

か

 

殿

離

に

鉢

 

魂

鰍
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後
 

信

店

け

 

ョ

松

と

議

 

ミ

兵
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囲

皮

す

 

ー

サ

下

山

協
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以

潜

山

い

「

 一
 

税

務

課

よ

 り
 

お
 

知
 
ら
 

せ
 

一
年
は
早
い
も
の
で
す
。
今
 

年
も
ま
た
、
所
得
税
、
町
民
税
 

の
申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
 

たa

今
年
も
前
年
同
様
、
皆
様
 

方
に
は
、
す
で
に
新
聞
、
テ
レ
 

ビ
等
で
御
存
知
の
こ
と
で
し
ょ
 

う
が
、
各
所
得
地
一
額
が
引
上
 

げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
だ
が
、
 

こ
れ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
 

な
い
の
は
、
国
民
に
義
務
づ
け
 

ら
れ
て
い
る
申
告
を
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
申
告
を
 

し
な
い
人
は
、
こ
の
よ
う
な
恩
 

典
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
 

ん。 
控
除
額
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
 

税
金
が
安
く
な
る
と
、
早
の
み
 

こ
み
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ら
諸
控
除
を
受
け
よ
う
と
 

す
る
人
は
申
告
を
必
ず
し
て
下
 

さ
い
。
次
に
申
告
は
、
税
務
署
 

申
告
（
確
足
申
告
）
を
し
た
人
 

は
、
他
の
パ
事
業
税
申
告
）
、
 

（
町
、
‘
県
民
税
申
告
）
申
告
は
 

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
 

た
財
務
事
務
所
へ
申
告
を
す
る
 

人
（
事
業
税
の
申
告
）
は
町
、
i
 

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
申
告
 

を
し
な
い
人
は
、
全
員
町
（
県
）
 

そ
頁
笥
」
ム
・
コ
ま
、
乞
尺
生
、
、
J
 

民
税
の
申
告
を
役
場
に
し
な
く
 
旨
り
お
H
引
r
．
引
こ
散
武
。
『
一
 

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
 

昨
年
一
年
間
（
一
月
二
日
よ
り
 

・
十
二
月
三
十
一
・
日
ま
で
）
に
生
 

活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
 

た
人
等
は
申
告
を
す
る
必
要
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
昨
年
中
 

に
生
活
保
護
の
切
れ
た
人
は
申
 

告
を
し
て
下
さ
い
。
 

尚
、
今
年
も
共
同
申
告
の
受
 

付
け
を
致
し
ま
す
が
、
現
在
ま
 

で
未
定
で
す
の
で
、
定
ま
れ
ば
 

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

、 

矢

頭

高

広

君

退

、

院

 

臓
症
（
心
房
中
隔
欠
損
症
）
で
 

客
年
十
二
月
四
日
久
留
米
医
大
 

附
属
病
院
で
ー
 

を
行
い
ま
し
 

た
。
皆
さ
ま
の
暖
か
い
善
意
に
 

包
ま
れ
て
手
術
時
の
経
過
も
順
 

調
で
、
療
養
に
専
念
し
て
お
り
 

ま
し
た
が
、
良
好
な
る
経
過
を
 

た
ど
り
、
来
る
十
七
日
無
事
退
 

院
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
一
 

同
、
皆
さ
ま
方
の
善
意
に
は
心
 

か
ら
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
 

す。 し
か
し
、
こ
の
病
気
は
肝
炎
 

を
併
発
す
る
こ
と
が
非
常
に
多
 

住
 

民
 

課
 

い
と
い
う
こ
と
で
、
三
週
間
自
 

宅
療
養
を
必
要
と
さ
れ
て
お
り
 

ま
す
。
二
十
一
日
に
‘
ま
た
、
 

久
留
米
医
大
で
診
断
を
受
け
余
 

病
併
発
の
恐
れ
が
な
い
と
い
う
 

決
定
的
な
診
断
が
出
れ
ば
、
 

再
び
学
園
に
復
帰
す
る
こ
と
が
 

出
来
る
そ
う
で
す
。
 

本
人
は
そ
の
日
の
来
る
こ
と
 

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

せ
っ
か
く
の
善
意
を
わ
か
ち
 

合
っ
た
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
こ
 

の
三
週
間
の
無
事
と
、
．
元
気
な
 

体
に
な
っ
て
一
日
も
早
く
通
学
 

の
日
の
く
る
こ
と
を
祈
念
し
て
 

止
み
ま
せ
ん
。
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葬
祭
用
祭
壇
の
 

貸
出
を
し
ま
す
 

三
、
四
区
公
民
館
 

こ
の
度
三
区
四
区
合
同
の
公
 

民
館
に
お
い
て
は
、
区
民
の
希
 

望
と
公
民
館
4
（
端
一
の
ー
か
ん
と
 

し
て
大
型
小
型
二
種
類
の
葬
祭
 

壇
を
新
し
く
整
備
し
ま
し
た
。
 

大
型
は
以
前
よ
り
公
民
館
で
使
 

用
し
て
い
た
も
の
を
新
に
補
修
 

整
理
し
て
新
し
い
も
の
と
同
じ
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
型
は
 

四
十
二
年
度
十
一
月
に
購
入
し
 

た
も
の
で
す
。
 

告
別
式
の
場
所
に
よ
っ
て
、
 

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
い
た
だ
け
 

れ
ば
ど
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
 

祭
壇
の
貸
出
に
つ
い
て
は
、
三
 

区
四
区
公
民
館
運
営
委
員
（
公
 

民
館
役
員
隣
組
長
）
会
で
話
し
 

合
っ
て
次
の
よ
う
な
貸
出
し
規
 

程
を
作
り
ま
し
た
の
で
御
知
ら
 

せ
致
し
ま
す
。
 

H
貸
出
し
範
囲
 

三
区
四
区
居
住
者
を
対
象
 

と
し
ま
す
が
、
町
内
居
住
 

者
（
葬
式
場
所
町
内
に
限
 

る
）
に
希
望
が
あ
れ
ば
貸
 

付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
 

口
貸
出
し
方
法
 

公
民
館
責
任
者
（
館
長
ま
 

た
は
直
接
責
任
者
矢
野
 

氏
）
に
申
し
込
み
承
認
を
 

田 
ニ
月
が
来
ま
し
た
 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
し
ょ
う
か
？
・
 

金
 

企
 
画

水

道

 課
 

あ
な
た
の
家
の
、
水
道
管
 

は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
し
ょ
う
 

か
。
昨
年
の
二
月
は
、
さ
ん
ざ
 

ん
な
目
に
あ
い
ま
し
た
が
、
水
 

道
管
の
凍
結
に
対
す
る
万
全
な
 

処
置
は
出
来
て
い
ま
す
か
。
昨
 

年
の
煉
結
に
伴
う
水
道
管
の
 

破
損
件
数
は
、
約
ニ
〇
五
戸
を
一
 

記
録
、
そ
の
内
、
二
月
が
一
五
 

七
戸
と
な
っ
て
い
ま
16
zが
、
毎
 

年
二
月
が
一
番
多
い
よ
う
に
あ
 

り
ま
す
。
今
年
は
、
昨
年
の
苦
 

い
体
験
か
ら
、
も
う
二
度
と
味
 

，
臓
』
馴
欧
」
隊
憾
」
」
‘
r
ー
 

わ
い
た
く
な
い
で
す
ね
。
水
道
 

管
の
保
温
を
や
ら
れ
て
い
な
い
 

方
は
、
わ
ら
、
布
、
な
わ
等
で
 

管
を
、
し
っ
か
り
と
巻
く
か
、
 

保
温
チ
ュ
ー
ブ
を
ま
き
、
メ
ー
 

タ
ー
器
の
ボ
ッ
ク
ス
を
、
ボ
ロ
 

布
で
お
．
お
い
、
凍
結
を
さ
け
る
」
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
や
む
を
 

え
ず
凍
結
し
た
場
合
は
、
熱
湯
 

は
絶
対
ざ
け
、
一
風
呂
温
と
同
じ
 

位
の
温
度
の
お
湯
を
、
布
に
ひ
 

た
し
、
除
々
に
溶
か
す
よ
う
に
 

し
て
下
さ
い
。
破
損
し
た
場
合
 

得
て
鍵
を
受
取
る
。
 

日
貸
出
し
期
間
 

二
日
間
と
し
ま
す
が
、
借
 

用
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
延
 

長
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
 

四
借
用
費
用
 

「
大
型
小
型
同
じ
」
 

①
三
区
四
区
居
住
者
ー
二
日
 

間
二
千
円
と
し
、
一
日
延
 

長
す
る
毎
に
五
〇
〇
円
加
 

算
し
ま
す
。
 

但
し
、
運
搬
組
立
取
く
づ
 

し
は
、
借
用
主
が
す
る
こ
 

と
。
―
 

①
町
内
居
住
者
ー
二
日
間
五
 

千
円
と
し
て
、
一
日
延
長
 

す
る
毎
に
一
、
〇
〇
〇
円
 

加
算
し
ま
す
。
り
 

但
し
、
）
但
譲
組
立
て
取
く
 

づ
し
は
矢
野
氏
が
責
任
を
 

も
っ
て
致
し
ま
す
。
 

は
、
す
み
や
か
に
、
メ
ー
タ
ー
 

器
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
止
水
 

栓
（
ス
ト
ッ
プ
）
を
右
に
回
わ
 

し
、
水
を
止
め
、
あ
な
た
の
家
 

の
水
道
工
事
を
し
た
水
道
業
者
 

か
、
役
場
水
道
課
に
連
絡
し
て
 

下
さ
い
、
早
く
溶
か
そ
う
と
熱
 

湯
を
か
け
ま
す
と
、
水
道
管
 

は
、
い
っ
ぺ
ん
に
破
裂
し
ま
 

す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器
よ
り
 

先
（
本
管
側
）
が
破
損
し
漏
水
 

し
た
場
合
で
も
御
迷
惑
で
し
ょ
 

う
が
、
役
場
、
水
道
課
ま
で
連
 

絡
下
さ
い
（
休
日
、
日
曜
は
四
 

二
八
か
、
有
線
二
七
七
」
蕃
）
 

な
お
、
水
道
課
の
方
へ
 
『
白
い
 

水
が
出
る
が
飲
ま
れ
る
の
か
』
 

ル」い“・黒 

ロ
わ
せ
が
あ
り
ま
 

同
納
金
 

借
用
費
は
区
公
民
館
特
別
！
 

会
計
福
知
氏
に
支
払
い
す
 

る
。
領
収
証
は
借
用
主
宛
 

に
発
行
し
ま
す
。
 

六
、
そ
の
他
 

①
葬
具
を
破
損
ま
た
は
部
分
 

品
等
を
紛
失
し
た
時
は
借
 

用
主
が
責
任
を
も
っ
て
補
 

修
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
 

ま
す
が
、
必
ず
返
済
の
時
 

係
ま
で
状
況
を
説
明
す
る
 

こ
ン
二
 

②
同
日
に
申
込
み
が
重
複
し
 

た
時
は
申
込
み
の
順
番
に
 

よ

っ

て

貸

出

し

致

し

 

ま
す
。
 

③
葬
具
の
保
管
場
所
は
三
区
 

四
区
公
民
館
の
中
と
し
ま
 

す。 

す
が
、
こ
れ
は
、
ま
っ
た
く
身
 

体
に
は
無
害
で
す
。
こ
れ
は
断
 

水
し
た
場
合
に
よ
く
起
る
、
現
 

象
で
す
が
、
管
の
中
が
空
間
と
 

な
り
、
そ
の
中
に
空
気
が
た
ま
 

り
、
水
を
出
す
と
、
水
の
中
に
 

空
気
が
混
じ
り
、
空
気
が
小
 

さ
な
気
泡
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と
 

電
話
の
申
込
み
は
 

早
め
に
 

総
 
務
 
課
 

金
田
電
報
電
話
局
で
は
、
今
 

年
十
「
月
を
目
途
に
電
話
の
自
 

動
化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

自
動
化
と
同
時
に
金
田
町
 

（
神
崎
、
上
金
田
）
の
ほ
と
ん
 

ど
の
地
域
を
普
通
加
入
区
域
に
 

編
入
す
る
計
画
で
す
。
 

神
崎
、
上
金
田
で
は
、
今
ま
 

で
電
話
を
つ
け
る
際
、
多
額
の
 

工
事
費
を
各
自
負
担
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
今
後
 

は
こ
の
特
別
負
担
費
は
不
要
に
 

な
り
ま
す
。
 

電
報
電
話
局
で
は
、
今
、
申
 

込
ん
だ
分
は
十
一
月
の
自
動
化
 

と
同
時
に
電
話
の
架
設
が
で
き
 

る
見
込
み
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
 

の
で
、
電
話
の
欲
し
い
方
は
、
 

で
き
る
だ
け
早
く
電
報
電
話
局
 

の
窓
口
で
直
接
本
人
が
申
込
み
 

の
手
続
き
を
す
る
よ
う
希
望
し
 

て
い
ま
す
。
 

戸
籍
手
数
料
 

改
正
の
お
知
ら
せ
 

住
民
課
 

考
慮
し
、
法
律
が
改
正
さ
 

れ
、
戸
籍
関
係
の
手
数
料
が
 

左
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

（
昭
始
か
1

。
1
施
行
）
 

課
噌
一
枚
に
つ
き
五
 

⑥
閲
覧
一
戸
籍
に
つ
き
五
 

?
?
！
二
三
…
三
ー
i
一

」

！

ー

i
」

…

i
ニ！ 

!
！
ご
三
三
コ
！
 

見
た
目
で
は
真
白
い
水
に
見
え
 
に
も
ど
り
ま
す
の
で
絶
対
す
て
 

る
わ
け
で
す
。
こ
の
水
は
つ
 

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

二
、
三
分
す
る
と
、
平
常
の
水
 

・
く
ら
し
の
メ
モ
 

寒
さ
の
方
も
ま
だ
当
分
の
間
 

は
続
き
そ
う
で
す
。
と
の
時
期
 

の
食
生
活
で
は
一
般
に
野
菜
不
 

選

挙

管

理

委

員

会

 

委

員

決

ま

る

 

選
挙
管
理
委
員
会
 

金
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
 

員
の
任
期
が
十
二
月
二
十
日
で
 

満
了
し
た
の
で
十
二
月
十
九
日
 

の
町
議
会
で
選
挙
さ
れ
次
の
か
 

た
が
た
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
 

金
山
玄
性
（
本
町
四
丁
目
）
 

相
原
明
治
（
南
木
）
 

森
野
士
勇
（
上
金
田
）
 

大
久
保
為
夫
（
人
見
）
 

補
充
員
 

佐
竹
公
夫
（
東
金
田
）
 

森
 
重
孝
（
神
崎
一
）
 

杉
 

茂
（
本
町
一
丁
目
）
 

藤
本
富
士
払
J
見） 

足
に
な
り
が
ち
で
す
。
 

そ
の
結
果
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
 

欠
乏
し
、
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
く
 

な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
み
か
ん
や
レ
 

モ
ン
を
食
べ
る
と
か
、
毎
食
大
 

根
お
ろ
し
を
お
か
ず
に
す
る
と
 

か
で
ビ
タ
ミ
ン
C
の
不
足
を
補
 

っ
て
く
だ
さ
い
0

そ
の
ほ
か
寒
 

さ
が
き
び
し
い
と
き
は
、
で
き
 

る
だ
け
栄
養
価
の
高
い
食
品
を
 

と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
レ
 

バ
ー
、
牛
呉
・
喚
・
さ
か
な
の
 

ひ
も
の
、
し
い
た
け
類
が
最
適
 

で
す
。
・
近
ご
ろ
で
は
、
寒
中
と
 

い
っ
て
も
、
た
い
て
い
の
野
菜
 

類
が
促
成
栽
培
で
出
回
っ
て
い
 

ま
す
。
 

・
・
・
 

ま
た
、
さ
か
な
に
し
て
も
、
 

冷
凍
魚
が
豊
富
に
な
っ
て
き
 

て
、
季
節
を
問
わ
ず
買
う
こ
と
 

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た
。
そ
の
半
面
、
出
費
も
多
く
 

な
り
、
こ
と
に
最
近
の
物
価
値
 

上
が
り
で
、
家
庭
の
主
婦
は
や
 

り
く
り
に
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
 

こ
と
で
し
ょ
う
。
と
も
か
く
、
 

高
い
か
ら
お
い
し
い
、
栄
養
価
 

J

.
 

.
 

が
あ
る
と
考
え
な
い
で
、
も
や
 

し
な
ど
は
安
く
て
栄
養
が
豊
富
 

.
 

.
 

.
 

.
 

.
 

で
す
し
、
，
あ
じ
や
い
わ
し
の
ひ
 

も
の
は
『
高
価
な
た
い
や
ひ
ら
 

め
に
く
ら
べ
て
二
倍
近
い
栄
養
 

価
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
 

く
だ
さ
い
。
 

（
中
央
公
民
館
）
 

臓
 


